
第２号様式

１．研究の背景

２．研究成果の内容・普及のポイント
　ミニ穂（25cm）の秋さしでの育苗スケジュールを検討した。

・

・

３．期待される効果
　短期間での育苗スケジュールが示されたことで、ミニ穂を利用したさし木苗の増産が期待される。

４．担当機関連絡先

スギ推奨品種さし木苗の増産に関する研究

【試験のスケジュール】

【結果】

2月下旬および5月下旬に発根調査後、コンテナ
（コンテナ苗）と苗畑（裸苗）にそれぞれ移植
し、11月まで育苗
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ミニ穂サイズでも、早い時期の秋さしで、
さし付けの翌年に高い割合で出荷可能

　現在、大分県では再造林面積の増加に伴いスギさし木苗の需要も高まっており、スギさし木苗の増
産が急務である。これに対応するため、本研究では、採穂の際に普段は取り残されている小さな穂
木（～25cm程度、以下、ミニ穂）の活用に着目した。

8月下旬、9月上旬、10月上旬に採穂･さし付け

8月下旬･9月上旬さし付け分で、10月上旬さし付
け分よりも床替え時の発根状態は良好であり、
育苗後は、翌年11月までに7割（さし付け数あた
り）が出荷可能

育苗後のコンテナ苗


